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序　　　　　文

2011 年 7 月下旬からタイ王国（以下、「タイ」と記す）で降り続いた豪雨により発生した大規

模な洪水は、人的被害に加え、生産活動にも大きな影響を与えました。

日本政府は、タイ政府からの支援要請を受けて、バンコク首都圏のインフラの洪水対策のため

に国際緊急援助隊（JDR）専門家チームを派遣しました。地下鉄の専門家 2 名が 10 月 26 日から

11 月 2 日まで、上水道の専門家 4 名が 10 月 26 日から 11 月 19 日まで、空港の専門家 2 名が 10
月 27 日から 11 月 2 日まで派遣され、現地機関に対して、インフラの防水に係る助言・指導等を

行いました。

また、洪水被害からの早期復旧のため、11 月 2 日に JDR 専門家チーム（排水ポンプ車チーム）

の派遣を決定しました。国土交通省所有の排水ポンプ車が 11 月 5 日に横浜港を出発、同月 17 日

にタイ・レムチャバン港に入港しました。先遣隊を含め延べ 51 名の隊員が 11 月 17 日より順次

派遣され、11 月 19 日から 12 月 20 日までの 32 日間にわたり排水活動を支援し、約 5,151 万 m3

を排水しました。

本報告書はこうした JDR 専門家チームの活動の成果をまとめたものです。本書を通じて関係者

の方々にご報告するとともに、得られた知見を今後の国際緊急援助活動の改善につなげていくこ

とが目的です。関係者の方々からの忌憚ないご意見をいただければ幸甚です。

今後のタイにおける一日も早い復旧 ･ 復興を心よりお祈りするとともに、今回の排水ポンプ車

チームの緊急援助活動にご協力とご支援をいただいた関係者の皆様に対し、心から感謝の意を表

します。

平成 24 年 2 月

独立行政法人国際協力機構

理事　市川 雅一
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第１章　背景・経緯

１－１　災害の状況

2011 年 7 月下旬からタイ王国（以下、「タイ」と記す）では 50 年に一度といわれる豪雨が続き、

チャオプラヤ川流域の主に北部・中部地域で洪水被害が発生した。その後、大量の水が南下し、

同河川下流に位置するバンコク都においても人的被害が発生し、生産活動にも大きな影響を与え

た。

（2011 年 12 月 14 日付け政府発表による）

・ 死者：698 人

・ 被災者数：約 500 万人

・ 浸水面積：約 16,000km2

・ 浸水工業団地：8 カ所（全 808 社、うち日系 467 社）

・ その他、家屋等の損壊、農地の水没等

１－２　タイ政府の対応

災害対策本部を設置し、被災地における救援活動、病院支援や支援物資・食糧等の配布を実施

した。また、被災者、企業等に対する損害補償や復興支援を実施するとともに水資源管理戦略委

員会を設置し、対応を行った。

１－３　各国の支援状況

中国、韓国、オーストラリア、ニュージーランド、シンガポール、マレーシア、インドネシ

ア、ミャンマー、ベトナム、ブルネイ、カンボジア、ラオス、インド、バングラデシュ、パキス

タン、アメリカ、カナダ、アルゼンチン、チリ、EU、スイス、スウェーデン、イタリア、ハン

ガリー、チェコ、ルクセンブルク、オランダ、ドイツ、イギリス、デンマーク、サウジアラビ

ア、クウェート、バーレーン、イスラエル等が、資金供与、物資・資機材の供与、支援チームの

派遣等の支援を実施した。

１－４　わが国の対応

（１）緊急援助

緊急援助物資供与（5,500 万円相当）、専門家チーム（地下鉄、上水道、空港の防水対策及

び排水ポンプ車チーム）の派遣、緊急無償資金協力の実施等。

（２）被害状況アセスメント・支援ニーズの把握

ASEAN 緊急アセスメントチームへの参加、JICA ニーズアセスメント調査団派遣等。

（３）復旧・復興支援

タイ政府への政策助言（客員専門員の派遣）、緊急開発調査「チャオプラヤ流域洪水対策

プロジェクト」による包括的取り組み等。
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第２章　インフラ防水チーム

２－１　概　要

洪水被害がタイ北部から徐々に南下し、バンコク首都圏に近づくなか、タイ政府は地下鉄、上

水道、空港に関して資金協力や技術協力を行ってきた日本政府に対して洪水対策に係る支援を要

請した。支援要請を受け、日本政府は国際緊急援助隊（Japan Disaster Relief Team：JDR）専門家

チームとして、地下鉄の専門家 2 名を 2011 年 10 月 26 日から 11 月 2 日まで、上水道の専門家 4
名を 10 月 26 日から 11 月 19 日まで、空港の専門家 2 名を 10 月 27 日から 11 月 2 日まで派遣した。

各専門家は現地機関の対策状況を調査のうえ、インフラの洪水対策、防水に係る助言・指導等を

行った。

２－２　地下鉄専門家

２－２－１　派遣期間

2011 年 10 月 26 日から 11 月 2 日（8 日間）。

２－２－２　派遣隊員

氏　名 所属先 派遣期間

1 大月　喜雄 東京地下鉄株式会社 10/26 ～ 11/2

2 大野　正道 東京地下鉄株式会社 10/26 ～ 11/2

２－２－３　活動内容

・ タイ高速度交通公社（Mass Rapid Transit Authority：MRTA）、バンコクメトロ社（Bangkok. 
Metro Public Company Limited：BMCL）等との協議

・ 洪水状況、地下鉄設備、駅等の対応状況に係る視察

・ 設備の浸水対策、運行停止策等の確認と提言

・ タイ政府洪水対策本部への報告

・ メディアへの対応

（活動内容の詳細については付属資料を参照。）

２－２－４　総括と提言

（１）総　括

MRTA、BMCL 等の関係機関との協議や各設備の視察の結果、駅や車両基地といった各

設備等の浸水対策は十分に取られており、また浸水した場合に備えステップごとに行動計

画が策定されていることを確認した。バンコク中心部での浸水被害予想と上述の設備の浸

水対策の状況から、洪水により地下鉄構内に水が入りこむことはないと判断した。また、

運行停止策の準備状況から乗客及び社員の安全も十分に確保されるものと判断した。ま

た、メディアへの情報発信により市民の不安の解消に努めた。
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（２）提　言

１） 地下鉄設備の浸水対策及び運行停止策等に問題はない。

２ ）浸水時には乗客及び社員の安全を第一優先とし、設備・機材の保護は第二優先とすべ

き。

３）想定外の状況に備え、引き続きトンネルの状況を注視する必要がある。

（提言の詳細については付属資料を参照。）

２－３　上水道専門家

２－３－１　派遣期間

2011 年 10 月 26 日から 11 月 18 日〔24 日間（1 陣：10/26 ～ 11/8、2 陣：11/6 ～ 11/18）〕

２－３－２　派遣隊員

氏　名 所属先 派遣期間

1 森田　和城 大阪広域水道企業団庭窪浄水場 10/26 ～ 11/8

2 孝石　健 大阪広域水道企業団村野浄水場 10/26 ～ 11/8

3 小田原　光宏 大阪広域水道企業団事業管理部 11/6 ～ 11/18

4 林　信吾 大阪広域水道企業団村野浄水場 11/6 ～ 11/18

２－３－３　活動内容

・ タイ首都圏水道公社（Metropolitan Waterworks Authority：MWA）との協議

・ 浄水場、原水運河上流部、ポンプ場、工業団地等の視察

・ 原水・浄水の水質状況の確認及び助言

・ 浄水場浸水対策の確認

・ タイ政府洪水対策本部への報告

・ インラック首相の浄水場視察への対応

・ 専門家が確認した内容のメディア及び在留邦人への情報発信

（活動内容の詳細については添付資料を参照。）

２－３－４　総括と提言

（１）総　括

MWA は相当の技術力を有しており、今回の洪水に起因する水質悪化に対しては、現状

の設備において取り得る対応を、ほぼ完全に行っていることを確認した。洪水が収まるま

で予断を許さない状況ではあるものの、MWA の技術力であれば十分に対応できるのでは

ないかと考えられる。一方で MWA の努力にもかかわらず、水道水が安全であることにつ

いて十分には住民に伝わっていないように思われたため、提言書に情報公開の大切さを記

載した。状況の変化に対応するために、第 2 陣を派遣し、水処理の更なる改善の方法を探

るとともに、状況悪化に備えた。また、メディアに積極的に対応し、専門家の判断として

水質に問題がないことを発信し、在留邦人を含む市民の不安の解消に努めた。
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（２）提　言

１）浄水施設の浸水対策、浄水能力喪失への備え

２）原水・浄水の水質管理、原水運河の管理、水量と水質のバランス

３）原水水質変化の早期検知のための水源監視強化及び関係機関の連携

４）積極的な情報公開、情報発信

（提言の詳細については付属資料を参照。）

２－４　空港専門家

２－４－１　派遣期間

2011 年 10 月 27 日から 11 月 2 日（7 日間）。

２－４－２　派遣隊員

氏　名 所属先 派遣期間

1 東島　義郎 国土交通省航空局 10/27 ～ 11/2

2 吉田　典史 国土交通省航空局 10/27 ～ 11/2

２－４－３　活動内容

１）タイ空港公社（Airports of Thailand：AOT）等との協議

２）スワンナプーム空港及びドンムワン空港の現地視察、対応状況の確認

３）スワンナプーム空港の浸水時の対応等に係る提言

４）ドンムアン空港の早期復旧に係る提言

５）タイ政府洪水対策本部への報告

６）メディアへの対応

（活動内容の詳細については付属資料を参照。）

２－４－４　総括と提言

（１）総　括

スワンナプーム空港の浸水対策について、AOT 及び運輸省への聞き取り及び現地調査

による確認を行った結果、洪水の空港内への浸入に対して十分な安全性が確保されている

ことを確認した。十分な安全性が確保されているものと考えるが、不測の事態に備え対策

を提言した。

ドンムアン空港は到着時に既に広範囲にわたって水没していた。空港施設及び高速道路

からのアクセス状況について調査するとともに、電気施設の防水対策の実施状況を確認

し、対策を助言した。

（２）提　言

１）スワンナプーム空港

・ わずかな水漏れが決壊の兆候であることから、堤防の点検の際には十分に留意する

こと。
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・ 緊急時の避難態勢を改めて確認しておくこと。

・ 浸水時や停電時に対応するために必要な資機材等を準備すること。

２）ドンムアン空港

土木施設の浸水に加え、万が一、電気施設も浸水した場合に、早期供用開始に向け

て、水が引くまでに次の事項を決定し、関係機関との調整を開始すること。

・ 滑走路 ･ 誘導路等における異物の除去

・ 空港運用に必要となる仮設電源による供給計画の立案

（提言の詳細については付属資料を参照。）
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第３章　排水ポンプ車チーム

３－１　活動概要

３－１－１　概　要

タイ政府は洪水からの早期復旧のため、2011 年 11 月 1 日日本政府に対し JDR 専門家チーム

を要請した。これに応え、日本政府は 11 月 2 日、排水ポンプ車チーム（以下、「本チーム」）

の派遣を決定した。本チームはタイ国工業省等との緊密な協力の下、12 月 27 日までタイに滞

在し、排水支援活動を実施した。

（１）調査チーム及び先遣隊

2011 年 10 月 29 日以降順次派遣（国土交通省、JICA）。

（２）排水ポンプ車

2011 年 11 月 5 日横浜港出港、同月 17 日タイ・レムチャバン港入港

（３）本隊

2011 年 11 月 17 日より順次派遣（外務省、JICA、国土交通省、本邦民間企業。先遣隊

を含め延べ 51 名）。

（４）排水活動

2011 年 11 月 19 日から 12 月 20 日までの 32 日間。

（５）活動終了

2011 年 12 月 23 日に工業大臣及び日本大使列席の下終了セレモニーを開催。

３－１－２　派遣期間

2011 年 11 月 2 日から 12 月 27 日（56 日間）。

※先遣隊は 2011 年 10 月 29 日から派遣され、11 月 2 日より JDR 隊員として活動。

３－１－３　派遣隊員

職　位 氏　名 所属先 派遣期間

1 団　長 舩山　光一 外務省領事局外国人課 11/17 ～ 26

2 団　長 山下　誠 JICA 東南アジア・大洋州部 11/23 ～ 12/6

3 団　長 神内　圭 JICA 国際緊急援助事務局 12/2 ～ 14

4 団　長 大西　靖典 JICA 資金協力支援部 12/11 ～ 21

5 団　長 柳沢　香枝 JICA 国際緊急援助隊事務局 12/20 ～ 25

6 副団長 藤山　究 国土交通省四国地方整備局 11/15 ～ 12/8

7 副団長 大友　仁 JICA 国際緊急援助事務局 11/15 ～ 30
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8 副団長 中原　鶴見 国土交通省九州地方整備局 12/1 ～ 25

9 副団長 関根　保弘 国土交通省関東地方整備局 12/9 ～ 25

10 先遣隊 國枝　達郎 （独）水資源機構総合技術センター 10/29 ～ 11/18

11 先遣隊 新田　恭士 （財）先端建設技術センター 10/29 ～ 11/18

12 先遣隊 鈴木　和哉 JICA 地球環境部 10/29 ～ 11/11

13 先遣隊 秋山　良壮 国土交通省中国地方整備局 11/9 ～ 23

14 先遣隊 神宮寺　保秀 国土交通省関東地方整備局 11/9 ～ 12/3

15 班　長 岩崎　哲也 国土交通省中部地方整備局 11/15 ～ 12/3

16 班　長 高田　昇一 国土交通省関東地方整備局 11/15 ～ 12/3

17 班　長 宮島　実 国土交通省北陸地方整備局 11/15 ～ 12/8

18 班　長 川端　郁雄 国土交通省北海道地方整備局 11/29 ～ 12/16

19 班　長 齋藤　一正 国土交通省中国地方整備局 11/29 ～ 12/16

20 班　長 荒井　猛 国土交通省関東地方整備局 12/1 ～ 25

21 班　長 鎌田　卓 国土交通省四国地方整備局 12/6 ～ 23

22 班　長 塩入　健治 国土交通省関東地方整備局 12/13 ～ 25

23 班　長 小田　禎彦 国土交通省九州地方整備局 12/13 ～ 25

24 機械エンジニア 山下　健一郎 （株）クボタ 11/18 ～ 12/3

25 機械エンジニア 望月　暁久 （株）クボタ 11/18 ～ 12/11

26 機械エンジニア 後藤　宗悦 （株）クボタ 11/18 ～ 12/2

27 機械エンジニア 小林　寛明 （株）クボタ 11/18 ～ 12/18

28 機械エンジニア 猪子　敦充 （株）クボタ 12/1 ～ 11

29 機械エンジニア 富塚　武志 （株）クボタ 12/8 ～ 25

30 機械エンジニア 水野　秀典 クボタ機工（株） 12/8 ～ 25

31 機械エンジニア 吉田　明弘 クボタ機工（株） 12/15 ～ 25

32 作業管理者 杉原　光広 西松建設（株） 11/18 ～ 12/25

33 作業管理者 木下　金作 （株）大林組 11/18 ～ 12/25

34 作業管理者 土本　明彦 鹿島建設（株） 11/18 ～ 12/25

35 作業管理者 福原　正高 （株）竹中工務店 11/21 ～ 12/25

36 作業管理者 奥村　隆 清水建設（株） 11/25 ～ 12/25

37 作業管理者 小此木　悠 三井住友建設（株） 11/30 ～ 12/25

38 業務調整員 伊藤　民平 JICA 地球環境部 11/9 ～ 20

39 業務調整員 小野寺　良恵 JICA 情報システム室 11/9 ～ 23
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40 業務調整員 若林　敏哉 JICA 国際緊急援助隊事務局 11/9 ～ 23

41 業務調整員 合澤　栄美 JICA 広報室 11/17 ～ 12/4

42 業務調整員 益田　愛奈 JICA 国際緊急援助嘱託 11/15 ～ 30

43 業務調整員 川嶋　潤哉 JICA 調達部 11/17 ～ 30

44 業務調整員 関根　健治 社団法人青年海外協力協会 11/23 ～ 12/10

45 業務調整員 春原　拓也 社団法人青年海外協力協会 11/23 ～ 12/10

46 業務調整員 千田　華奈子 JICA 国内事業部 11/25 ～ 12/10

47 業務調整員 奥井　利幸 （株）シーエスジェイ 11/28 ～ 12/25

48 業務調整員 税所　信治 社団法人青年海外協力協会 12/7 ～ 25

49 業務調整員 宮田　英二郎
外務省国際協力局 緊急・人道支援

課
12/7 ～ 25

50 業務調整員 佐藤　隼人 JICA 国際緊急援助隊事務局 12/7 ～ 27

51 業務調整員 齋藤　亜矢 JICA 南アジア部 12/7 ～ 25

３－１－４　実施体制図

 

３－１－５　排水ポンプ車

今回使用した排水ポンプ車は、1 台にポンプを 4 基搭載している。ポンプ 1 基の重量は 35kg
と極めて軽量であり、人力で設置・撤去が可能である。一方、ポンプ車 1 台当たりの排水能力

は毎分 30m3 と大容量であり、また車両にはポンプとともに発動発電機が搭載されているため、

自立性、機動性に優れている。国土交通省が所有し、東日本大震災でも活躍した。
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写真 1：排水ポンプ車（イメージ） 写真 2：排水ポンプ車の稼働光景

３－１－６　活動内容

チームは調査班、現場班、ロジスティクス班に分かれて活動し、調査班が転進先の選定、現

場班が排水支援活動を担当した。

（１）排水サイトの選定

１ ）調査班は上述のポンプ車の能力を最大限活用すべく、タイ側から提案されたサイトを

実地に踏査し、堤防等で区切られている場所であること、ポンプ車が安定的に設置でき

る場所であること、排水先に急激な水量の増加をもたらさない場所であること、ポンプ

車による排水が全体の排水作業のなかで一定の貢献を示せる場所であることなどの条件

に基づいて選定を行った。タイ側も各地で精力的に排水作業を進めており、状況が時々

刻々変化するなかで、提示された場所での作業が行えないと判断する場合もあったが、

結果的には排水ポンプ車の活用に適したサイト 7 カ所で切れ目なく活動を行うことがで

きた。

２ ）当初は主に条件の整った工業団地で排水作業を実施したが、後半は工業省の協力の結

果、「残された」（依然冠水している）住宅・中小工場地域での活動も実施できた。

（２）現場活動

１ ）現場での活動は基本的にポンプ車 3台を 1班とし、同時に 3カ所での排水作業を行った。

すべてタイ側との共同作業であり、日本側作業管理者がタイ側作業主任に作業手順を伝

達し、実際の排水はタイ側作業員が行った。言語の壁を克服するためマンガを用いて作

業手順をわかりやすく提示するとともに、安全の確保についても啓発活動を行った。

２ ）現場の状況はそれぞれ異なっていたが、現地で入手可能な材料（丸太、ドラム缶等）

や在来の技術を最大限活用し、水勢を緩和するための堰や滑落防止桟橋を設置するなど

工夫をこらし、通行車両、歩行者及び作業員の安全確保を図った。その結果、全作業期

間を通じて無事故、無災害を達成した。

３ ）供用中の道路しか排水先がない現場（バンカディ地区）もあったが、日タイ双方で検

討した結果、タイ側により迅速にコンクリートブロックが提供され、これを用いて仕切

りを設置し、水勢を減ずることによって排水が可能となった。

４ ）タイ側作業員は一度要領を得ると迅速で正確な作業が実施でき、夜間の作業も任せる

ことができた。ポンプ車の扱いも非常に丁寧であった。毎朝の朝礼やボードを通じての

情報共有等によりチームワークの醸成に努めたことも、安全かつ効率的な作業の実施に

貢献した。
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３－２　活動結果

３－２－１　活動の実績及び成果の概要

（１ ）サイト： バンコク都北方のアユタヤ県、パトゥムタニ県及びノンタブリ県にある工業団

地、住宅、工場、大学を主に含んだ 7 つの地域

（２）排水参画面積：約 5,151 万 m2（推定概算）

（３）排水量：810 万 m3

【参考】

排水開始日 排水終了日 排水日数
ポンプ車台数
（最大稼働時）

水位低下(cm)(*1)

1 アユタヤ 11月19日 11月25日 7日 3台 64 150
2 アユタヤ 11月19日 11月27日 9日 4台 95 138
3 アユタヤ 11月19日 11月26日 8日 3台 72 104

2 パトゥムタニ

453
（内訳：工業団地

195、
その他258）

11月26日 12月8日 13日 6台 82

3 パトゥムタニ 128 11月29日 12月8日 10日 2台 94

4 パトゥムタニ 1,038 11月30日 12月8日 9日 2台 112

5 パトゥムタニ 688 12月9日 12月17日 9日
1台

（1台待機）
120

6 ノンタブリ 80 12月8日 12月14日 7日 2台 71

7 ノンタブリ 1,600 12月14日 12月20日(*2) 7日 8台 33

5,151 ←　総面積 (*2 ) 総排出量 (*3 ) →

面積（万㎡)
【一部推定概算】

活動場所 所在県
JDRによる排水活動概要

排水量（万㎥）

2321,164

170

ロジャナ工業団地

51

248

ムアン郡ラックホック町
（ランシット大学、住宅など）

810

AIT（アジア工科大学） 42

31

36
バンクルアイ郡プライバーン町
（住宅、中小工場、農地など）

1

サイノーイ郡サイノーイ町
（バンブアトン郡にも跨る
住宅、工場、農地など）

バンカディ地区
（工業団地、住宅地、

学校など）

ナワナコン工業団地

 
（*1）活動期間中の低下量で、同期間のタイ側による排水活動結果も含む。
（*2）東京ディズニーランドの約 100 倍、スワンナプーム空港の約 1.6 倍の面積に相当。
（*3）東京ドーム約 6.5 個分、25m プール 22,500 個分に相当。

３－２－２　ポンプ車の稼働実績

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ロジャナ工業団地１
（アユタヤ）

11月19日 ～ 11月25日 3台
＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

ロジャナ工業団地２
（アユタヤ）

11月19日 ～ 11月26日 4台

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

ロジャナ工業団地３
（アユタヤ）

11月19日 ～ 11月25日 3台
＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

バンカディ地区
（パトゥンタニ）

11月27日 ～ 12月8日 6台

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊

AIT（アジア工科大学）
（パトゥンタニ）

11月29日 ～ 12月8日 2台
＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

ナワナコン工業団地
（パトゥンタニ）

11月30日 ～ 12月8日 2台
＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

ラックホック町
（パトゥンタニ）

12月8日 ～ 12月17日 1台 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

プライバン町
（ノンタブリー）

12月8日 ～ 12月14日 2台
＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

サイノーイ郡
（ノンタブリー）

12月14日 ～ 12月20日 8台

＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

日程
ポンプ車サイト 排水活動期間 11月 12月
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３－２－３　排水地点地図

 

３－３　総括と提言

３－３－１　総　括

（１ ）排水ポンプ車の特性を生かし、条件が整ったサイトでの排水に迅速に対応できた。また

ポンプ等の運転の容易さが、タイ側手配の作業員による順調な排水作業を後押しした。

（２ ）タイ側による下流住民への説明や作業員の確保等において若干の問題が生じる場面も

あったが、タイ側にとっては不慣れな要請がショートノーティスで行われた面もあったこ

とも考慮すると、総じてタイ側の対応は適切であった。

（３ ）なかでも、ノンタブリ県（プライバーン町、サイノイ郡）においては住民の方々の絶

大なる協力（テントの準備、水草の除去、締切堤や釜場の設置、ポンプ設置場所の整地

といった適切な事前準備、ほか）が、円滑な排水作業に大きく貢献した。サイノイ郡にお

いては、住民が追加的な整地作業を行うことによって当初想定したポンプ車の台数を増や

し、排水量を増大することが可能となった。

（４ ）排水ポンプ車の能力が発揮できる場所で 32 日間の活動を行うことにより、タイの排水

作業全体に対し、一定の貢献ができたものと総括する。
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３－３－２　今後の洪水時の排水作業についての提言

（１ ）冠水地域の排水系統や、水門や排水ポンプといった排水関連施設の状況を常時適切に把

握しておく必要がある。

（２ ）特に洪水が頻繁に起きる地域については、洪水時の排水計画を策定し、随時関係部局で

シミュレーションを行うことが望ましい。

（３ ）排水は県庁、自治体、灌漑局等、複数の部局が関係するので、適切な連携をとる必要が

ある。

（４ ）住民への事前説明は排水場所に隣接する地区だけでなく、排水作業により水量が増える

ことで影響を受ける下流の住民に対しても行うことが必須である。

（５ ）工業団地や工場の排水が水質に悪影響を及ぼすおそれがある場合は、排水前に水質検査

をして問題がないことを確認する必要がある。また排水時も、水質をモニタリングする必

要がある。
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2-5　派遣総括



－ 104 －



－ 105 －



－ 106 －



－ 107 －



－ 108 －



－ 109 －

３．資機材供与覚書（排水ポンプ車チーム）
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